
 

 

 

 
 

 

 

１．プログラム策定の目的 

教職員が授業や授業準備等に集中し、ゆとりを持って子どもと向き合う時間

を拡充していく。 

また、家族や仲間と過ごし、心豊かに過ごす時間を確保するとともに、心身

の健康を損なうことのないよう、教職員の長時間勤務の実態改善に向けた取組

を総合的・計画的に推進する。 

 

 

２．プログラムの期間 

平成 30年度（2018年度）から令和 2年度（2020年度）までの３年間 

 

 

３．プログラムの３つの目標 

 目標１ 正規の勤務時間外の在校時間が１か月 80時間を超える教職員数０人 

 目標２ 教職員の正規の勤務時間外の在校時間 対 H29年度実績比で 25%減 

 目標３ 教職員の正規の勤務時間外の在校等時間 

     １か月 45時間以内、１年間 360時間以内とする 

 

 

４．プログラムの３つの柱 

 ①仕事の総量を減らします 

 ②マンパワーを充実します 

 ③時間を意識した働き方を徹底します 

 

 
  

 

「(第１期)学校改革！教員の時間創造プログラム」における 

実績報告及び今後の取組について 

報告１ 
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◎

〇

△

×

１か月の正規の勤務時間外の在校時間が８０時間を超過する教職員の状況
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５．目標の達成状況

　             H29年度　804人（19.7％）
　　　　　　   H30年度　742人（18.2％）
　　　　　　   R１ 年度  497人（12.2％）

目標１

【目標年次：R2（2020）年度】

　　　　　　 R２ 年度  285人（  7.0％）
　　                           　　　　    (  　)は全職員に占める割合

正規の勤務時間外の在校時間が１か月80時間を超える教職員数　0人

【教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則】

児童生徒等に係る臨時的な特別の事情により勤務せざるを得ない場合は、①１か月の超過勤務８０時間以内、

②１年間の超過勤務７２０時間以内、③１年間のうち超過勤務４５時間超の月は年間６カ月以内

        一人当たり月平均時間外在校時間

　　　        H30年度　39時間  6分　 (H29年度比▲   2.0%)
　　          R１ 年度  35時間20分 （H29年度比▲  11.4%）　　

　　　        R２ 年度  30時間43分 （H29年度比▲  23.0％）

　　　        H29年度　39時間53分

【目標年次：R2（2020）年度】

目標2

教職員の正規の勤務時間外の在校時間 対H29年度実績比で　25％減
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１か月の正規の勤務時間外の在校時間が４５時間を超過する教職員の状況
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        １か月45時間を超える人数                      １年間 360時間を超える人数

　　　        H30年度　2,856人(70.1%)                H30年度　2,711人(66.5%)
　　          R１年度  2,625人(64.4%)                R１ 年度  2,450人(60.1%)
　　　        R２年度  2,289人(56.0%)                R２ 年度  2,042人(49.9%)
　　　　　　＜R2年度で6か月を超えた人数　691人＞　     　    ＜R2年度で１年間 720時間を超えた人数  126人＞

目標３

【教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則】

児童生徒等に係る臨時的な特別の事情により勤務せざるを得ない場合は、①１か月の超過勤務８０時間以内、

②１年間の超過勤務７２０時間以内、③１年間のうち超過勤務４５時間超の月は年間６カ月以内

　　                           　　　　    (  　)は全職員に占める割合

　　　        H29年度　2,879人(70.7%)                H29年度　2,731人(67.1%)

【目標年次：R2（2020）年度】

教職員の正規の勤務時間外の在校等時間

　　　1か月４５時間以内、1年間３６０時間以内とする。
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　　 第１期プログラム（H30～R2） 第２期プログラム（R3～R5）

取組項目 R2年度評価 取組項目

部活動指導員の配置　運動部活動 △ 部活動の見直し　小学校

部活動指導員の配置　文化部活動 △ 部活動の見直し　中学校

ＩＣＴを活用した教材の共有化 〇 教育課程の見直し　年間授業時数や授業時間の見直し

多様な場所で働ける環境の研究 △ 教育課程の見直し　日課の見直し

再任用短時間教員の活用 〇 教育課程の見直し　学校行事等の見直し

ＳＳＷの拡充 〇 年休取得の推進

学校支援ボランティアの活用 △ 一人一台タブレットの活用　教材の共有化

外国語専科教員等の配置（小学校） 〇 一人一台タブレットの活用　家庭学習における活用

事務機能の強化 △ 一人一台タブレットの活用　家庭訪問や教育相談での活用

管理職マネジメント研修の充実と意識改革 〇 一人一台タブレットの活用　保護者への通知・通信等の配付

タイムカードによる全教職員の勤務時間の把握 〇 会議や研修の見直し　学校外での会議や研修

校務支援システムの導入 ◎(導入済み) 会議や研修の見直し　校内での会議や研修

給食費の公会計化 ◎(導入済み) 多様な場所で働ける環境の研究

学校徴収金のシステム管理 ◎(導入済み) 再任用短時間教員の活用

諸調査の精査及び削減 〇 ＳＳＷの拡充

各種事務の精査及び削減 ◎ 地域人材の活用に向けた取組

学校閉庁日の設定 ◎(設定済み) 外国語専科教員等の配置（小学校）

留守番応答電話の設置 ◎(設置済み) 事務機能の強化

教職員全体の意識改革　定時退勤日の設定 〇(設定済み) 教科書給与事務の外部委託

教職員全体の意識改革　最終退校時刻の設定 〇(設定済み) 高校入試手続

教職員全体の意識改革　登校時刻の設定 〇(設定済み) 教頭業務の整理と改善の工夫

通知表の簡略化

小学校高学年における一部教科担任制の推進

管理職マネジメント研修の充実と意識改革

教職員のタイムカード出退勤打刻の徹底

最終退校時刻及び定時退勤日の遵守

勤務時間の繰り上げ繰り下げ制度の積極的活用

第
2
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
継
続

完
了
済

プログラムの取組項目としては掲げていなかったが、

新たな取組として項目に入れたもの

取組自体新規のもの

６．具体的取組の実施状況
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表の見方　各項目　上段：直近の【平日５日間】を振り返って【平日１日あたり】にならした業務時間（主幹教諭・教諭・講師） 　　　　従事時間が５分以上短くなった項目、負担感が５％以上減った項目

　　　　　　　　　下段：「負担がある」「どちらかといえば負担がある」と答えた主幹教諭・教諭・講師の割合

1.朝の業務 8.学校行事 15.研修 20.休憩

H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2

H29 H30 R1 R2

2.授業の準備 9.学年・学級経営 16.保護者・PTA対応 小学校 0:48 0:45 0:46 0:46

H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2 中学校 0:39 0:38 0:42 0:40

中学校 0:33 0:29 0:26 0:26

3.学習指導 10.学校経営 17.地域・行政・関係団体対応

H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2 23.授業時間

24.出席簿関連業務

4.成績処理 11.職員会議・学年会等の会議 18.校外の会議・打ち合わせ H29 H30 R1 R2

H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2 小学校 49.3% 39.5% 33.5% 30.7%

0:41 0:41 0:41 0:40 0:29 0:29 0:28 0:28 0:16 0:14 0:14 0:11 中学校 38.0% 35.4% 32.8% 31.4%

小学校 80.8% 82.0% 80.1% 80.8%

12.個別の打ち合わせ 19.その他の校務 中学校 74.5% 72.8% 71.3% 71.9%

H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2

0:39 0:37 0:33 0:30 0:14 0:14 0:14 0:14 0:10 0:09 0:09 0:07 26.指導要録関連作成業務

53.4% 57.8% 52.5% 53.3% 31.3% 35.5% 32.3% 31.6% 43.9% 43.0% 40.5% 31.9% H29 H30 R1 R2

0:48 0:46 0:42 0:38 0:17 0:18 0:18 0:17 0:09 0:11 0:12 0:10 小学校 82.9% 80.5% 74.2% 74.2%

54.1% 58.7% 48.4% 50.4% 29.0% 32.1% 25.3% 27.9% 32.8% 35.9% 32.8% 27.3% 中学校 76.2% 53.9% 71.8% 70.2%

6.部活動 13.給食費・学校徴収金関連業務

H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2

59.7% 55.0% 49.0% 43.6% 52.9% 51.2% 50.7% 47.2%

1:02 1:03 1:04 1:04 0:03 0:04 0:05 0:02

57.8% 53.7% 50.3% 51.0% 40.9% 38.4% 36.6% 28.1%

7.児童会・生徒会活動 14.調査回答その他の事務

H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2

34.6% 39.2% 37.0% 35.6% 79.9% 72.8% 70.3% 64.5%

0:11 0:12 0:12 0:11 0:18 0:14 0:13 0:12

25.4% 26.7% 22.9% 25.4% 68.9% 67.7% 60.5% 62.3%

小学校
0:35 0:33 0:33 0:32

0:15 0:19 0:13 0:12

小学校
0:44 0:40 0:40 0:40

中学校
0:47 0:44 0:42 0:40

27.7% 29.2%

34.3% 35.8% 32.7% 32.9%

43.0% 36.7%

0:28 0:30

中学校

60.3% 57.1%38.9% 40.9%41.1% 43.6% 38.8% 40.8%

中学校
0:15 0:16 0:16 0:12

43.8% 46.3% 44.1% 42.1%

52.6% 50.1% 45.1%52.6%

小学校

中学校

小学校

小学校

中学校

62.7% 61.5%

0:07 0:06 0:07

0:15

0:14 0:13 0:15 0:15

0:06

中学校

小学校
1:17 1:18 1:17 1:17

44.6% 41.7%

0:03

63.4% 54.9% 54.5%

小学校

0:15 0:16 0:12

22.家庭への持ち帰り仕事を行った時間

R1 R2

0:14 0:14 0:13

0:35 0:32 0:33 0:33

38.8% 33.2% 27.7% 31.7%

48.8%
小学校

中学校

0:04 0:020:22 0:22 0:23

中学校
1:24 1:16 1:13 1:17

R2

0:21

35.8% 34.5%

25.通知表関連業務

42.1%

中学校

34.9% 37.7%

38.5% 41.3% 38.5% 39.1%

中学校

小学校

0:22 0:18 0:25

39.6%

36.6% 38.8% 28.8% 34.4% 0:33 0:32 0:29

R1 R2

3:49 3:47

小学校 0:37

0:03 0:02 0:02 0:01

0:230:36

0:27 0:32 0:33

26.2%

中学校
0:54 0:53 0:49 0:48

中学校

H29 H30 R1

0:29

中学校

0:31 0:25 0:16 0:10
小学校

中学校

35.6% 37.6% 31.7% 35.3%

0:30

31.5% 22.8% 28.1%

小学校

53.7% 57.3% 50.1% 54.0%
小学校

5.生徒指導

小学校

53.8% 56.0% 51.1% 52.1%

0:39 0:35 0:35

小学校

中学校

0:13 0:13 0:15 0:10

31.2% 38.9%

0:28

小学校

33.6% 34.7%

0:27

中学校

0:25
小学校

0:16
中学校

0:14

0:18 0:15 0:13 0:12

37.3% 37.5% 39.8% 32.3%

小学校
45.2% 49.7% 47.7% 47.1%

41.8% 45.4% 44.4% 40.0%

　上記の結果を見ると、「6.部活動」の小学校で従事時間や負担感共に大きく減少しています。これは、総合運

動部を設置したり、社会体育への移行が進んだりしたことが考えられます。「22.家庭への持ち帰り仕事を行っ

た時間」での従事時間、「24.出席簿関連業務」、「26.指導要録作成業務」での負担感も小・中学校ともに減少

しています。これは、校務支援システムの導入により、仕事の効率化が進んでいることに起因していると思われ

ます。さらに「13.給食費・学校徴収金関連業務」での負担感の減少は、「給食費の公会計化や学校徴収金のシ

ステム管理」の取組、「14.調査回答その他の事務」での負担感及び従事時間の減少は、「諸調査の精査及び削

減」の取組の効果があったと言えます。

　一方、「2.授業の準備」や「3.学習指導」は、平成２９年と比べると減少しているものの、令和元年と比べる

と負担感が増加しています。コロナ禍でタブレットを使っての学習が一気に進んだことも要因の一つと考えられ

ることから、教員一人一人がタブレットをより活用できる取組を進めていく必要があります。「8.学校行事」

は、平成２８年の熊本地震で行事が中止等になったところから、また徐々に従事時間や負担感が増加傾向にあり

ましたが、令和２年度には、共に減少しています。これは、コロナにより従来行っていた行事を中止・見直しを

せざるを得なかったためと考えられます。今後はその実施の仕方や工夫を活かした取組を行っていく必要があり

ます。

中学校

小学校

小学校

42.1% 40.5% 41.4% 34.2%
中学校

0:27

37.8%

0:24

42.8% 36.3% 36.8%

0:18 0:17 0:15

0:02

51.0%

56.1%

35.6% 37.0%

45.9% 38.5%

21.子どもと直接向き合った時間

H29 H30

0:15

0:19

0:14

0:17

3:08 3:11中学校 3:10 3:17

H29 H30

小学校

中学校

0:16

0:19

0:15

0:19

3:48 3:44小学校

７．令和２年度 教職員の勤務実態アンケート結果
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◎

〇

△

×

◎ プログラムの内容・目的は実現できているもの。

〇 実現に向けて取組を進めており、概ね成果が認められるもの。

△ 着手はしているものの、目に見える形での実績がないもの。

× 着手していないもの。または実現が極めて困難なもの。

プログラム進捗状況の基準等について【担当課】

◎(7) 研修及び担当者説明会の見直し 教育センター

◎

(6) 勤務時間外の街頭指導の見直し 青少年教育課 ◎

(5) 学校行事の精選 指導課

◎

(4) 研究指定校・研究モデル校の見直し 教育センター 〇

(3) 小学校高学年における一部教科担任制の推進 指導課

〇

(2) 最終退校時刻の見直し 教育政策課 〇

(1) 放課後のゆとりを生み出す日課表への見直し 指導課

【進捗状況】

（R2)

令和2年度（2020年度）中に順次実施するもの

【担当課】

（R2)

(1) 再任用短時間教員の活用 新規 R1（2019） 教職員課 〇

マンパワーを充実します

【実施年度】 【進捗状況】

〇

(3) 部活動指導員の配置

ア 運動部活動 拡充 R1（2019） 指導課 △

(2) 外国語専科教員等の配置（小学校） 拡充 H30（2018） 指導課

△

(4) ＳＳＷの拡充 拡充 H30（2018） 総合支援課 〇

イ 文化部活動 拡充 R1（2019） 指導課

△(5) 学校支援ボランティアの活用 拡充 R1（2019） 指導課

【担当課】
時間を意識した働き方を徹底します

【実施年度】 【進捗状況】

（R2)

◎

(2) 留守番応答電話の設置 新規 H30（2018） 指導課 ◎

(1) 学校閉庁日の設定 新規 H30（2018） 教育政策課

〇

(4) 管理職マネジメント研修の充実と意識改革 拡充 H30（2018）
教育センター 〇
教職員課 〇

(3) タイムカードによる全教職員の勤務時間の把握 継続 H29（2017） 教職員課

教育政策課 〇

イ 最終退校時刻の設定 新規 H30（2018） 教育政策課 〇

(5) 教職員全体の意識改革

ア 定時退勤日の設定 新規 H30（2018）

〇

(6) 多様な場所で働ける環境の研究 新規 R1（2019） 教育情報室 △

ウ 登校時刻の設定 新規 R1（2019） 教育政策課

８．（参考）具体的取組の実施状況（担当課別）

【担当課】

◎
健康教育課 〇
指導課 ◎

(6) 各種事務の精査及び削減 新規 H30（2018）
総合支援課

△

(5) 諸調査の精査及び削減 拡充 H29（2017） 教育政策課 〇

(4) 事務機能の強化 新規 H30（2018） 学校改革推進課

健康教育課 ◎

イ 学校徴収金のシステム管理 新規 R2（2020） 教育政策課 ◎

(3) 給食費の公会計化と学校徴収金のシステム管理

ア 給食費の公会計化 新規 R2（2020）

第１期「学校改革！教員の時間創造プログラム」（H30~R2）

仕事の総量を減らします 【実施年度】 【進捗状況】

（R2)

◎

(2) ＩＣＴを活用した教材の共有化 拡充 H30（2018） 教育情報室 〇

(1) 校務支援システムの導入 継続 H29（2017） 指導課
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